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１．環境経営方針 

 

【基本理念】 

弊社は、経営の基本方針として社章に示されている三つの S(Safety、Smile、Strong) 

を基本として、お客様に誠実に仕えることにより企業の発展を期するとともに、下記の 

行動方針を定め、「もったいない」の精神の下、“地球にやさしい環境作り”に貢献する 

ように努めます。 

 

【行動方針】 

１．環境経営システムを構築し、下記の重点事項について環境経営目標を設定し、年度 

毎に見直し、効果的な取組を行います。 

（１） 二酸化炭素の排出量削減 

（２） 節水 

（３） 産業廃棄物の排出量削減 

（４） グリーン購入の推進 

（５） 自然エネルギーの利用、普及 

 

２．環境関連法を含めた弊社の諸活動に関連する法令及び、協定等を遵守するとともに、 

環境管理レベルの向上を図ります。 

 

３．行政機関・公益団体等の環境保全施策に協力するとともに、地域社会における環境 

保全活動に積極的に参加し、環境に優しい街作りに貢献します。 

 

４．環境教育・訓練、及び社内広報活動等を行い、全ての従業員に環境方針を徹底する 

ことにより、環境保全に関する意識を高め、社内における環境意識の向上を図ります。 

 

５．環境経営の継続的改善に取り組みます。 

令和３年４月１日  

株式会社志道工務店 

                        代表取締役社長 

                          藤 井 武 樹 

平成１９年 １月２５日 制定 

平成２２年１２月２７日 改定 

平成２５年 ５月２９日 改定 

令和 ３年 ４月 １日 改定                      １ 



２．組織の概要（事業概要）

事業所名 株式会社志道工務店

代表者名 藤井　武樹　【代表取締役】

所在地 本社　 北九州市八幡東区松尾町２２－１０
土木工事部 北九州市戸畑区飛幡町１－１　日本製鉄㈱九州製鉄所構内
水巻支店 遠賀郡水巻町猪熊８－１３－５０

創立 昭和２５年７月

資本金 ４，０００万円

従業員数 ５９名 （令和４年３月３１日現在）

環境管理責任者 重住　美紀　【取締役総務部長】

連絡担当者 荒木　隆憲　【安全衛生・環境部長】

連絡先 ＴＥＬ ０９３－６５１－４１６５ ＦＡＸ ０９３－６５１－４１６６

E-mail info@shiji.co.jp

対象範囲 総合建設業、産業廃棄物収集運搬、ピット・配管内浚渫洗浄作業

事業の内容 総合建設業　建設業許可　福岡県知事（特・般－１）第１２４０９号
　　土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、
　　石工事業、屋根工事業、ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ工事業、鋼構造物工事業、
　　鉄筋工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、板金工事業、ｶﾞﾗｽ工事業
　　塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、建具工事業、水道施設工事業

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業、ピット・配管内浚渫洗浄作業

事業規模 本社・建築工事部・営繕工事部

土木工事部

当社の事業年度 ４月１日から翌年３月３１日

認証・登録範囲 全組織・全活動

754
37
271

37
271

22

令和3年度

197

709
人員

271

売上高 百万円

床面積

床面積

百万円
人

㎡

令和2年度

1,341
22
197

人 37

令和4年度

令和4年度
1,505
22
197

767
単位

㎡

令和3年度令和2年度
1,374売上高

人員

単位



３．対象範囲　(組織図及び認証・登録範囲）

安全衛生・環境委員会

藤井　武樹
松本　勝喜
重住　美紀
河内　敏幸 エコアクション２１事務局
松本　勝之 荒木　隆憲
荒木　隆憲 池上　登幾

　他１４名

総務部・営業部 建築工事部・営繕工事部 土木工事部
エコアクション２１担当 エコアクション２１担当 エコアクション２１担当
重住　美紀 河内　敏幸 松本　勝喜
池上　登幾 松本　勝之 井地　浩一

総務部・営業部 建築工事部・営繕工事部 土木工事部
１名 １４名 ３５名

水巻支店 工事現場責任者 工事現場責任者

工事担当職員 工事担当職員

下請等の協力会社 下請等の協力会社
役割分担表

エコアクション２１に関する文書及び記録等の作成、維持、

営繕工事部の統括、エコアクション２１について、部署内の

推進・管理

藤井　武樹

環境管理責任者

荒木　隆憲
安全衛生・環境 二酸化炭素及び水等の消費量の管理、廃棄物の排出量

部長 管理、リサイクル・環境優良商品の購入促進

環境管理責任者
全体の把握、環境管理責任者、環境経営システムを構築し、

その運用状況を社長へ報告

重住　美紀

松本　勝之 建築工事部長
建築工事部の統括、エコアクション２１について、部署内の

推進、管理

営繕工事部長

松本　勝喜 土木工事部長

総務部の統括、エコアクション２１について、総務部及び本

社内の推進、管理

重住　美紀

推進、管理

安全衛生・環境 安全衛生環境委員会を定期的に開催し、環境目標の達成

委員会 状況活動計画の実施状況等の審議

エコアクション２１

事務局

全体統括、環境方針の決定、環境への取組を実施するため

3

代表取締役社長

総務部長

土木工事部の統括、エコアクション２１について、部署内の

管理

河内　敏幸

氏　　名 所　　属 役　　割　・　責　　任　・　権　　限

藤井　武樹

重住　美紀

代表取締役社長
の資源の準備、全体の評価と見直し



４．環境経営目標　

①　本社・建築工事部・営繕工事部

ｋg-CO2/
人　

産業廃棄物の
排出量削減

自然ｴﾈﾙｷﾞｰの
利用、普及 営業展開 営業展開 営業展開 営業展開

環境保全活動
参加

環境教育・訓練
実施

※ 当社の総合建設業部門において発生する環境負荷について使用する電力、水は施主
からの提供であるか、又は下請工事であるため環境負荷は集計できていない。

※ 使用車両のガソリン使用量については、本社に含めて集計している。

※ 営繕工事部・建築工事部の工事は、本社を拠点としており、工事は協力会社への外注
であり、本社と現場事務所を分けない。

※ 材料としての化学物質は、協力会社の持ち込みであり、当社で使用量まで把握でき
ない。

目標項目 単位
平成30年度 令和１年度 令和２年度 令和３年度
（基準年度） 目標 目標 目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%
227.11 226.88 226.66 226.43

電力使用量   ｋWh/人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

67.690 67.622 67.555 67.487
都市ガス
使用量

㎥ / 人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

0.1310 0.1309 0.1307 0.1306
ガソリン

使用量(燃費)
ｋm/L

0.1% 0.2% 0.3%
13.198 13.211 13.224 13.238

節水 ㎥ / 人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

0.5794 0.5788 0.5782 0.5776

t /人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

11.263 11.252 11.240 11.229

グリーン購入 購入件数
0.1% 0.2% 0.3%

477 477.5 478.0 478.4

活動状況
自社導入

参加数
12 12 12 12

実施数
1 1 1 1

令和４年度
目標

▲0.4%
226.20
▲0.4%
67.419
▲0.4%
0.1305

0.3%
13.251
▲0.4%
0.5770

1

4

▲0.4%
11.218

0.4%
478.9
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②　土木工事部

Kg-CO2/

延人

産業廃棄物の

排出量削減

※  土木工事部において令和元年から新たな環境経営目標を設定する。
目標値は、平成３０年度の実績から０．１～０．４％削減する数値とする。

※　「二酸化炭素の排出量」及び構成する「各使用量」の単位は、延人当たりで計算する。
 　　また、｢節水｣の単位は㎥、　｢産業廃棄物の排出量」の単位はｔ当たりで計算する。
 　　土木工事部から出る産業廃棄物は、主に廃プラスチックホースのため、この購入量削減を
　　 目標とする。

※　 電気の二酸化炭素排出量係数は、九州電力の平成２９年度（調整後） ０．４６３kg-CO2/kWhを
　　　用いた。

※　燃料の二酸化炭素排出係数は、環境省２７年度の排出係数を用いた。

目標項目 単位
平成３０年度 令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（基準年度） 目標 目標 目標 目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

35.017 34.981 34.946 34.911 34.876

電力使用量 kWh / 延人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

0.236 0.235 0.235 0.235 0.235

ＬＰＧガス
使用量

㎥ / 延人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

0.190 0.189 0.189 0.189 0.189

ガソリン
使用量

L / 延人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

1.258 1.256 1.255 1.254 1.252

軽油
使用量

L / 延人
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

11.941 11.929 11.917 11.905 11.893

節水 ㎥
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

3,250.440 3,247.189 3,243.939 3,240.688 3,237.438

ｔ
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4％

0.952 0.951 0.950 0.949 0.948

5



５．主要な環境経営計画の内容

①　本社・建築工事部・営繕工事部

１．二酸化炭素排出量の削減 （活動目標）０．４％削減 （責任者）重住　美紀
(1) 電気使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減

　・　エアコン設定温度を決め実行する。
　　　→　シールにより設定温度を表示する。
　・　不要電力の消費を抑制する。
　　　→　退社時に、プリンターの電源を切る。
　　　→　パソコン不使用時はスリープ状態にする。
　・　次期の削減量を検討する。

(2) 都市ガス使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減
　・　ガス機器を点検し清掃する。
　・　給湯器を効率的に利用する。
　・　次期の削減量を検討する。

(3) ガソリン使用量の削減 （活動個別目標）燃費０．４％向上
　・　始動時の長時間アイドリングは止める。
　・　適正な速度で運転する。
　　　→　法定速度を遵守する。
　・　急発進、急停車を禁止する。
　・　次期の削減量を検討する。

２．節水 （活動目標）０．４％削減 （責任者）重住　美紀
(1) 節水活動

　・　節水活動を推進する。
　　　→　適正な洗車及び洗車時間を短縮する。
　・　次期の削減量を検討する。

３．産業廃棄物の搬出量削減 （活動目標）０．４％削減 （責任者）荒木　隆憲
(1) 建設廃材、一般廃棄物の削減

　・　産廃のマニフェストを適正に発行し、管理する。
　・　分別排出を徹底する。
　・　建設資材廃棄物の再資源化に協力する。
　・　再資源化された資材を利用する。
　　　→　再生砕石などリサイクル材料を購入する。
　・　次期の削減量を検討する。

４．グリーン購入適合商品購入増（活動目標）０．４％増加 （責任者）重住　美紀
(1) 環境にやさしい商品の購入を増やす。

　・　グリーン購入対象商品を把握する。
　・　グリーン購入対象商品を購入する。
　・　次期の削減量を検討する。

５．自然エネルギーの利用、普及 （活動目標）営業展開 （責任者）松本　勝之
(1) 環境にやさしい商品の普及

　・　商品の実地利用及び検証を行う。
　・　商品を宣伝し、営業活動を行う。
　・　次期の課題を検討する。
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６．環境保全活動への参加  （活動目標）１２回／年以上参加 （責任者）重住　美紀
(1) 環境保全活動への参加

　・　地元、公益機関等が呼びかける地域清掃活動へ参加する。
　・　月に１度、自主的な会社周辺等の清掃活動を継続する。
　・　次期の課題を検討する。

７．環境教育・訓練の実施 （活動目標）１回／年以上実施 （責任者）重住　美紀
(1) 環境教育実施計画を立て、年１回実施する。

　・　社員に向け環境に関する環境教育を実施する。
　・　次期の課題を検討する。

②　土木工事部
１．二酸化炭素排出量の削減 （活動目標）０．４％削減 （責任者）　松本　勝喜

(1) 電気使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減
　・　エアコンの設定温度を決め、実行する。
　　　→　シールにより設定温度を表示する。
　・　不要電力の消費を抑制する。（不要な電気の使用禁止）
　　　→　電気器具の電源は、こまめに切る。
　　　→　冷暖房中、各部屋の出入口を開放しないように徹底する。
　・　省エネタイプのエアコンを導入する。
　・　次期の削減量を検討する。

(2) ＬＰＧガス使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減
　・　ガス機器を点検、清掃する。
　・　浴槽の水量を検討する。
　・　温度の設定を検討する。
　・　次期の削減量を検討する。

(3) ガソリン使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減
　・　始動時のアイドリングを止める。
　・　エアコンは控えめに利用する。
　　　→　必要な時のみ利用する。
　・　タイヤの空気圧をこまめに点検する。
　・　次期の削減量を検討する。

(4) 軽油使用量の削減 （活動個別目標）０．４％削減
　・　始動時のアイドリングを止める。
　・　エアコンは控えめに利用する。
　　　→　必要な時のみ利用する。
　・　タイヤの空気圧をこまめに点検する。
　・　次期の削減量を検討する。

２．節水 （活動目標）０．４％削減 （責任者） 井地　浩一
(1) 節水活動

　・　節水活動を推進する。
　　　→　浴槽の水量を検討する。
　・　次期の削減量を検討する。
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３．産業廃棄物の排出量の削減 （活動目標）０．４％削減 （責任者） 岩崎　孝紀
(1) 廃プラスチックの廃棄量削減
　・　購入量の削減する。
　・　計画的に購入する。
　・　利用計画に伴い補修等により延命化を図る。
　・　次期の削減量を検討する。
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６．環境経営目標に対する実績

・　令和４年４月～令和５年３月の全社の総排出量は以下の通りであった。

会社の総排出量実績（実数）

①　本社・建築工事部・営繕工事部

令和４年度

ｋg-CO2/
人　

産業廃棄物の
排出量削減

自然ｴﾈﾙｷﾞｰの
　　　利用・普及 営業展開 営業展開
環境保全活動

参加
環境教育・訓練

実施

9

12 12 ±0%

実施数
達成

1 1 2 200%

活動状況
達成

自社導入 実施できた

参加数
達成

12

グリーン購入 購入件数
0.4% 達成

477 478.9 481.0 0.4%

t /人
▲0.4% 達成

11.263 11.218 1.993 ▲82.2%

節水 ㎥/人
▲0.4% 達成

0.5794 0.5770 0.4773 ▲17.2%

ガソリン
使用量

ｋm/L
0.4% 達成

13.198 13.251 14.500 9.4%

都市ガス
使用量

㎥/人
▲0.4% 未達成

0.1310 0.1305 0.1364 4.5%

▲0.4% 達成
67.690 67.419 60.905 ▲9.6%

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

▲0.4% 未達成
227.11 226.20 255.56 12.9%

電力使用量   ｋWh/人

目標項目 単位
平成30年度 令和４年度 目標
（基準年度） 目標 実績 の達成率

（本社・建築工事部・
営繕工事部）

t 526.1 2,838.5

（土木工事部） t 15.4 0.9

（土木工事部） ㎥ 2,287.3 3,250.4

産業廃棄物排出量（全社） t 541.5 2,838.5

　節水（全社） ㎥ 2,413.3 3,366.4

（本社・建築工事部・
営繕工事部）

㎥ 126.0 116.0

（本社・建築工事部・
営繕工事部）

ｋg-CO2 64,427.9 52,454.8

（土木工事部） ｋg-CO2 368,478.1 359,772.5

目標項目 単位 令和４年度実績 平成３０年度数値

二酸化炭素排出量（全社） ｋg-CO2 432,906.0 412,227.3



②　土木工事部

ｋg-CO2/
％

％

％

％

％

％

産業廃棄物の

排出量削減 ％

※　「二酸化炭素の排出量」及び構成する「各使用量」の単位は、延人当たりで計算する。
 　　また、｢節水｣の単位は㎥、　｢産業廃棄物の排出量」の単位はｔ当たりで計算する。
 　　土木工事部から出る産業廃棄物は、主に廃プラスチックホースのため、この購入量削減を
　　 目標とする。

※　 電気の二酸化炭素排出量係数は、九州電力の平成２９年度（調整後） ０．４６３kg-CO2/kWhを用いた。

※　燃料の二酸化炭素排出係数は、環境省２７年度の排出係数を用いた。
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達成

1.546 63.08

未達成

▲ 2.12

▲ 4.55

達成

達成

▲ 29.35

達成

▲0.4%

32.849

1.195

▲0.4%
0.189

1.252

▲0.4%

単位
平成３０年度
（基準年度）

1.258

目　　標
の達成率

0.185

▲0.4%

令和４年度令和４年度

0.225
▲0.4%
0.235

34.876

目　　標 実　　績

達成
3,250.440 2,287.260

▲ 5.81

▲ 4.26

35.017

0.236

▲0.4%

ｔ
0.952

▲0.4%

0.948

3,237.438
㎥　節水

ｋWh /延人

㎥ /延人

L /延人

L /延人
11.941

ガソリン
使用量

ＬＰＧガス
使用量

達成

11.171 ▲ 6.07

0.190

目標項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

延人

軽油
使用量

電力使用量

11.893



７．環境経営の取組結果の評価

①　本社・建築工事部・営繕工事部

１．二酸化炭素排出量の削減

・　二酸化炭素の排出量の削減は、２５５．５６Kg-Co2／人で、環境経営目標値より
　　１２．９％増加し、環境経営目標を達成することができなかった。主な原因は、佐賀
　　県白石町で工事があり、通勤や移動でガソリンを大量に消費したためであり、事業
　　の展開上、仕方がない側面がある。
・　本社電灯のほとんどをLED照明にし、電力消費量を削減した。（継続）
・　太陽光発電設備による再生可能エネルギーによる発電も、天候がよく昨年以上の
　　発電があり、二酸化炭素を発生させる電力の削減に貢献した。（継続）
・　都市ガスの使用量については、猛暑の夏に、本社で現場用の麦茶などをガスコンロ
　　で作ったため、環境経営目標を４．５％オーバーし、環境経営目標を達成する事が
　　出来なかった。
・　ガソリンの使用量についてはエコドライブ、適正な整備を心がけ、日常点検を確実
　　に行った事により、燃費は１４．５００Km/Lとなり、環境経営目標を達成した。

(1) 電気使用量の削減
　・　LEDによる照明で、節電した。
　・　太陽光発電により、消費電力を減らした。
　・　エアコン設定温度を決め実行した。
　　　→　シールにより設定温度を表示した。
　・　不要電力の消費を抑制（不要な電気使用を禁止）した。
　　　→　プリンター、コピー機、FAXの複合機は１５分使わないと節電モードにな
　　　　　　るように設定した。
　　　→　パソコンは不使用時、スリープ状態になるように設定した。
　・　次期の削減量を検討した。

(2) 都市ガス使用量の削減
　・　ガス機器を点検し、清掃した。
　・　給湯器を効率的に利用した。
　　　→　ヤカンでお湯が沸いたら、すぐ消火した。
　・　次期の削減量を検討した。

(3) ガソリン使用量の削減
　・　始動時のアイドリングは止めた。
　・　適正な速度で運転した。
　　　→　法定速度を遵守した。
　・　急発進、急停車の禁止した。
　・　次期の削減量を検討した。

２．節水

・　全社員による節水活動が推進され、夏の酷暑により本社で使用する麦茶等に使
　　う水道使用量が増えたが、－１７．２％目標を達成する事ができた。

(1) 節水活動
　・　節水活動を推進した。
　　　→　掛け流しによる洗車を最低限とし、バケツを利用して洗車した。
　・　次期の削減量を検討した。
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３．産業廃棄物の搬出量を削減

・　産業廃棄物を減らすよう分別排出を徹底し、建設廃材を再資源化できるように配
　　慮した試みを続け、本年度は１．９９３ ｔ／人となり、環境経営目標を達成できた。
　　また、環境関連法を遵守した産業廃棄物の処理を継続した。

(1) 建設廃材、一般廃棄物の削減
　・　分別排出を徹底した。
　・　建設資材廃棄物の再資源化に協力した。
　・　マニュフェストを利用し、適正に処分した。
　・　再資源化された資材を購入した。
　・　次期の削減量を検討した。

４．グリーン購入適合商品の購入増加

・　グリーン購入については、何とか環境経営目標を達成できた。
　　今回、環境経営目標の目標値が上昇したので、大きく達成することはできなかったが、
　　着実に、購入量は増えている。ただし、頭打ち感も出てきている。
・　今後の取組としては、グリーン購入適合商品で、社内で評判が良かった物について
　　社員に水平展開して、購入量について、増やしていきたい。

(1) 環境にやさしい商品の購入増加
　・　グリーン購入対象商品を把握した。
　・　グリーン購入対象商品を選んで購入した。
　・　次期の課題を検討した。

５．自然エネルギーの利用、普及

・　太陽光発電について、平成２５年に設備を２倍に増強し、使用電力の自然エネルギー
　　化に努め、継続している。
・　当社の営業先である設計事務所へ、ＬＥＤ照明による省電力化について営業活動を
　　展開した。興味を持った顧客に対しては、積極的な営業活動を行った。

６．環境保全活動への参加

・　会社周辺の公園や道路の清掃を、月１回安全衛生・環境委員会の後に、自主ボラ
　　ンティア活動として実施している。
・　地元自治体、公益団体、ボランティア団体等から参加要請されていた地域清掃活
　　動に積極的に参加しているが、今年は新型コロナウイルス感染症拡大のため、
　　多くの活動が中止となった。

７．環境教育・訓練の実施

・　エコアクション２１へ参加する事の意義、今年求められる九州のエネルギー供給状況、
　　及び当社の環境経営目標へのアプローチを再確認し、エコドライブや社員の環境意識
　　向上に資する教育を行った。
　　また、交通事故により燃料タンクからガソリンが漏れた事を想定して、環境事故対応
　　訓練を（新型コロナの感染拡大があったため、書面により）実施した。
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②　土木工事部

１．二酸化炭素排出量の削減

・　電力使用料は、エアコンの温度設定管理を継続し、小まめに電灯を消すことで４．２６％
　　削減して環境経営目標を達成することができた。

・　ＬＰＧガスについては、主に風呂を沸かすため使用している２つある浴槽（大・小）の有効
　　活用し、浴槽の張込み量を検討したことで、２．１２％削減して環境経営目標を達成する
　　ことができた。

・　ガソリン使用料は、エコドライブの定着と低燃費車両を導入したことで４．５５％削減して
　  環境経営目標を達成することができた。
　　また、軽油使用料についてもエコドライブの定着とタイヤ空気圧のこまめなチャックで６．０７％削減
　　して環境経営目標を達成することができた。

・　全体として、二酸化炭素排出量の削減に土木工事部全員で取り組んだことで５．８１％
　  削減し、環境経営目標を達成することができた。
　　

(1) 電気使用量の削減
　・　空調温度の適正化。
　　　→　シールにより設定温度を表示した。（冷房２８℃、暖房２３℃）
　　　→　定期的にフィルター清掃をした。　
　・　不要電力の消費を抑制した。
　　　→　不必要な又は休息及び昼休み時間の電灯消灯。
　　　→　機器等の電源OFF の徹底。
　　　→　冷暖房中、各部屋の出入口を開放しないよう徹底した。
　・　省エネタイプのエアコンを導入した。
　・　次期の削減量を検討した。
　　　※　使用量の削減活動を行うことで、環境経営目標を達成することができた。

(2) ＬＰＧガス使用量の削減
　・　ガス機器の点検をこまめに行い、整備不良のない様にした。
　・　浴槽の水使用量が大きく影響するので、水量に気を配り、無駄をなくした。
　　　→　浴槽水位の張込みを、水深５００mm前後にすることを継続した。
　・　温度の設定は、４０～４２℃の範囲とした。
　・　次期の削減量を検討した。
　　　※　使用量の削減活動を行うことで、環境経営目標を達成することができた。

(3) ガソリン使用量の削減
　・　始動時のアイドリングストップを実施した。
　・　外気温２５℃以下でのエアコン使用を制限した。
　・　タイヤ空気圧を毎週月曜日に点検した。
　・　次期の削減量を検討した。
　・　エコドライブの定着と低燃費車両を導入した。
　　　 ※　エコドライブを継続したことで環境経営目標を達成することができた。

(4) 軽油使用量の削減
　・　始動時のアイドリングストップを実施した。
　・　外気温２５℃以下でのエアコン使用を制限した。
　・　タイヤ空気圧を毎週月曜日に点検した。
　・　次期の削減量を検討した。
　　　 ※　エコドライブを継続したことで環境経営目標を達成することができた。
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２．節水

　・　エコアクション２１を数年に渡り、取り組んできたことで、全社員の節水活動が定着してきた。
　・　基準値を見直し、もったいないの精神で取り組み環境経営目標を達成することができた。

　

(1) 節水活動
　・　節水活動を推進した。
　　　→　浴槽の水位の張り込みを、水深５００mm前後に継続した。
　・　次期の削減量を検討した。

３．産業廃棄物の排出量を削減

　・　弊社から出る廃棄物排出は、バキューム吸引ホース（廃プラ）です。
　　　吸引ホースの亀裂をテープ等で養生をすることで寿命を延ばし、廃棄物排出量の削減に
　　　努めてきたが、年度末に耐久性のなくなったホースを大量に更新したことで環境経営目標を
　　　達成することができなかった。

　　　※　平成２４年度から、環境経営目標の産業廃棄物排出量削減をホース購入量削減とし、
　　　　　　廃プラスチック置き場が満杯になるまで、分別収集している。

(1) 産業廃棄物の削減
　・　吸引ホースの倉庫管理を徹底した。
　　　→　破損状態により、養生を行い再利用した。
　・　次期の購入量削減を検討した。

　５項に示した今年度の主な環境経営活動計画を継続実施する。

１．本社・建築工事部・営繕工事部 ２． 土木工事部
　　　　① 二酸化炭素排出量の削減 　　　　① 二酸化炭素排出量の削減
　　　　② 節水についての活動 　　　　② 節水
　　　　③ 産業廃棄物の排出量削減 　　　　③ 産業廃棄物の排出量削減
　　　　④ グリーン購入適合商品の購入
　　　　⑤ 自然エネルギーの利用、普及
　　　　⑥ 環境保全活動への参加
　　　　⑦ 環境教育・訓練の実施

　※　取組内容の詳細は、５項を参照下さい。

８．次年度の取組内容
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令和５年度からの環境経営目標

　①本社・建築工事部・営繕工事部

✽ 当社の総合建設業部門において発生する環境負荷について使用する電力、水は、施主

  からの提供であるか、又は下請工事であるため、環境負荷は集計できない。

✽ 使用車両のガソリン使用量については、本社に含めて集計している。

✽ 建築工事部・営繕工事部の工事は、本社を拠点としており、工事は協力会社への外注

  であり、本社と現場事務所を分けない。

✽ 材料としての化学物質は、協力会社の持ち込みであり、当社で使用量まで把握できない。

✽ 電力による二酸化炭素排出係数は、令和3年度の九州電力0.382で計算している。
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▲0.4%

250.38 250.13 249.88 249.63
Kg-CO2/人 250.63

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

Kg-CO2 66,166.1

KWh/人

KWh 16,079

0.1357 0.1356

60.905

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

60.8441 60.7832 60.7223

㎥

㎥/人

36

▲0.1% ▲0.2%

0.1360 0.1359

Km/L

L

0.1% 0.2% 0.3%

25,549

14.50 14.65 14.79 14.94

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4%

0.4754

0.3%

495.4

0.4

500.2

0.4768

▲0.4%

1.991 1.989 1.987 1.985

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

0.4763 0.4759

15.08

0.4%

0.1355

▲0.3% ▲0.4%

60.6614

▲0.4%

SDGｓ
関連項目

グリーン購入

自然エネルギーの
利用・普及

令和8年度

目　標
目標項目

令和4年度

（基準年度）
令和7年度令和5年度 令和6年度

単位

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電気使用量

都市ガス
使用量

ガソリン
使用量

1.993

0.4773

126

営業展開

526.1

環境保全活動
参加

環境教育・訓練
実施

節水

産業廃棄物の
排出量の削減

購入件数

活動状況

参加数

実施数

ｔ/人

㎥

㎥/人

ｔ

12

1

481

12 12 12

0.1%

485.8

0.2%

490.6

12

1 1 1 1

営業展開 営業展開 営業展開 営業展開



　②土木工事部

✽  土木工事部において、令和5年度から新たな環境経営目標を設定する。

  からの提供であるか、又は下請工事であるため、環境負荷は集計できない。 目標値は、令和4年度の実績から0.1～0.4％削減する数値とする。

✽   「二酸化炭素の排出量」及び構成する「各使用量」の単位は、延人当たりで計算する。

     また、｢節水｣の単位は㎥、 ｢産業廃棄物の排出量」の単位はｔ当たりで計算する。 

    土木工事部から出る産業廃棄物は、主に廃プラスチックホースのため、この購入量削減

   を目標とする。

✽  電力による二酸化炭素排出係数は、令和3年度の九州電力0.382で計算している。

✽  燃料の二酸化炭素排出係数は、環境省27年度の排出係数を用いた。

✽  材料としての化学物質は、協力会社の持ち込みであり、当社で使用量まで把握できない。
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▲0.4%

2,529 2,527 2,524 2,522

産業廃棄物の
排出量の削減

ｔ

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3% ▲0.4%

1.546 1.544 1.543 1.541 1.540

節水 ㎥ 2,532
▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

968

0.225

LPGガス
使用量

ガソリン
使用量

L/延人

L

▲0.1% ▲0.2%

31,109

1.195

SDGｓ
関連項目

令和8年度

目　標
目標項目

令和4年度

（基準年度） 令和7年度令和5年度 令和6年度
単位

0.184

▲0.3% ▲0.4%

0.224

▲0.4%

▲0.3%

0.184

0.224

▲0.3%

323,310

1.190

▲0.4%

㎥

㎥/延人

12,894

▲0.1% ▲0.2%

0.185 0.185 0.185

1.194 1.193 1.191

▲0.3% ▲0.4%

32.700
Kg-CO2/延人 32.831

▲0.1% ▲0.2% ▲0.3%

11.171 11.160 11.149 11.137 11.126

▲0.1% ▲0.2%

▲0.1% ▲0.2%

0.225 0.225

Kg-CO2 368,282

KWh/延人

軽油
使用量

L/延人

L

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

電気使用量

KWh

▲0.4%

32.798 32.765 32.733



　　　及び違反・訴訟等の有無

　当社が遵守しなければならない主な環境関連法規等は、次の通りです。

・　廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・　建設資材リサイクル法

・　建築基準法

・　労働安全衛生法

・　グリーン調達法

　これらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規等への違反はありませんでした。

　尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

９．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

 

令和４年度に入り、福岡県においてもＳＤＧｓについて、本格的に県内の企業に対し目標

を設定して取り組むよう要請があり、北九州市と同様に弊社も目標を設定して取り組むこ

ととした。特に、環境負荷の測定、及び環境経営の実施状況を確認できる「エコアクション

２１」と、タイヤの両輪にして新たに継続的に取り組む所存である。 

 「エコアクション２１」については、令和４年度も例年と同様に「もったいない」を合い

言葉に環境負荷を減らすと共に、限りある資源・エネルギーの効率的な消費についてチャレ

ンジした。 

 本社・建築工事部・営繕工事部では、二酸化炭素排出量削減について、目標を達成するこ

とが出来なかったが、原因は新型コロナ禍において仕事が減少する中、佐賀県白石町など遠

方まで工事を求めた結果、通勤や移動のため多くのガソリンを使わなければならなかった

ためであり、事業展開のため仕方がない側面がある。ガソリンの消費量こそ増えたものの、

自動車運転による燃費は、ハイブリット車の導入や効率的な運転により良好な結果が出て

おり、社員の節約の意識が根付いている事がうかがえる。 

 土木工事部では、令和４年度は、産業廃棄物の排出量以外、環境経営目標について達成で

きており、比較的良好であった。原因として、少しずつ土木工事部で使う大型車両も更新し

て燃費の良い新型車が増えてきており、また多くの人員を投入して仕事をこなしているた

め、ガソリン使用量などについて延べ人数で計算している事から良い結果に繋がった。 

 「エコアクション２１」を開始してから、１５年以上経過し、ほとんどの目標が０．１％

を削減（又は、増加）させる目標となっており、既に贅肉はそぎ落とした状態で環境経営目

標に対して取り組んでいる。しかし、最近の夏の異常気象は、特に電力やガソリン消費量に

ついて多大な影響として跳ね返ってきており０．１％という微妙な目標に対し、インパクト

が大き過ぎるのが悩みである。 

 これからもＳＤＧｓの社内目標定着と共に、新しい技術の導入なども検討しつつ、「エコ

アクション２１」活動を着実に続けていきたい。 
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１１．産業廃棄物収集運搬業に関する情報公開

①　産業廃棄物収集運搬業の許可

【福岡県】 令和５年３月　優良業者として認定

許可種類 産業廃棄物収集運搬業許可
許可番号 ０４００００３１９６６号
許可年月日 令和　５年３月１９日
許可有効年月日 令和１２年３月１８日
事業の範囲 積替え・保管を行わない

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等（以上３品目については、自動車等破砕
物を除く。）、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、木くず、がれき類（廃プラスチック類、
木くず、ガラスくず等、がれき類については石綿含有産業廃棄物を含む。）
以上９品目

積替え又は保管 なし

【北九州市】 平成２９年７月　優良業者として認定

許可種類 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可
許可番号 ０７６５００３１９６６号
許可年月日 平成２９年７月２８日
許可有効年月日 令和　６年７月２７日
事業の範囲 積替え又は保管を含まない

廃酸 （水素ｲｵﾝ濃度指数2.0以下のもの、又は水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ
　又はその化合物、鉛又はその化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその
　化合物若しくはｼｱﾝ化合物を含むことのみにより有害なものに限る。）

廃アルカリ （水素ｲｵﾝ濃度指数12.5以上のもの、又は水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ
　又はその化合物、鉛又はその化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその
　化合物若しくはｼｱﾝ化合物を含むことのみにより有害なものに限る。）

積替え又は保管 なし

【大分県】

許可種類 産業廃棄物収集運搬業許可
許可番号 ０４４０８０３１９６６号
許可年月日 平成３１年４月１３日
許可有効年月日 令和　６年４月１２日
事業の範囲 収集運搬（積替・保管行為を含まない）

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、木くず、金属くず（鉛製の管又は板
であって不要物であるものを含む）、ガラスくず等（廃石膏ボードを含む）、がれき類
（以上９種類。ただし、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、上記以外の非安定型
　産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

積替え又は保管 積替・保管行為を含まない

※　上記内容につきましては、許可証と同じ表記としております。
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②　収集運搬車輌

収集運搬車輌の種類と台数　（令和５年３月現在）

１０ｔ　清掃車　　　　　　１台 ５ｔ　清掃車 ３台

　９ｔ　清掃車　　　　　　１台 キャブオーバ ３台
（４ｔ　ユニック車）

　８ｔ　清掃車　　　　　　４台 ダンプ（3.65ｔ）　　　 １台

　７ｔ　清掃車　　　　　　２台

　６ｔ　清掃車　　　　　　２台

③　産業廃棄物収集運搬料金

収集運搬料金につきましては、産業廃棄物の種類、量、運搬方法、運搬距離等により計算いたします。
当社構内作業部までお問い合わせ下さい。無料にてお見積もりいたします。
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清掃車

（強力吸引）清掃車



④　産業廃棄物収集運搬実績
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実績無し
合　計

廃 酸

運搬量 清掃車

受 入 量

ｱﾙｶﾘ
運搬量 清掃車

/ 2 / 3 合 計
種 類

廃
受 入 量

/ 8 / 9 /10 /11 /12 R5/ 1

　〈特別管理産業廃棄物〉 （単位：ｔ）

産 業

運 搬 方 法

　処 理 実 績　（年/月）

廃 棄 物
R4/ 4 / 5 / 6 / 7

592.52 633.93 547.08 388.05 542.49 9,051.72

0.00 15.91

合　計 878.76 772.24 736.38 767.05 1158.72 1195.10 839.40

12.56 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 15.91
がれき類

運搬量
キャブ
オーバ 3.35 0.00 0.00 0.00 0.00

12.56 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00

受 入 量
3.35 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

金 属 屑

運搬量
キャブ
オーバ 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00

受 入 量
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00
木 屑

運搬量
キャブ
オーバ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
受 入 量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.16

0.16

運搬量 清掃車
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.16

0.16 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.02

ｶﾞﾗｽ屑
陶磁器屑
ｺﾝｸﾘｰﾄ屑

受 入 量
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.02
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

運搬量
キャブ
オーバ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

16.12 6.68 329.82

廃
受 入 量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

32.40 30.00 24.30 30.30 24.30 36.12

16.12 6.68 329.82
廃 酸

運搬量 清掃車
32.40 32.40 32.40 32.40

32.40 30.00 24.30 30.30 24.30 36.12

212.07 27.35 95.09 194.07 1,494.47

受 入 量
32.40 32.40 32.40 32.40

208.55 31.49 26.92 44.62 109.32 128.01

212.07 27.35 95.09 194.07 1,494.47
汚 泥

運搬量 清掃車
204.57 212.41

5,136.74

受 入 量
204.57 212.41 208.55 31.49 26.92 44.62 109.32 128.01

558.75 322.46 266.23 423.61 272.04 301.42

5,136.74
ｱﾙｶﾘ

運搬量 清掃車
523.35 403.03 259.77 578.86 587.51 639.71

558.75 322.46 266.23 423.61 272.04 301.42

40.32 2,074.60

廃
受 入 量

523.35 403.03 259.77 578.86 587.51 639.71

468.19 146.87 111.75 131.33 60.00 4.80

40.32 2,074.60
廃 油

運搬量 清掃車
115.09 124.40 235.66 124.30 511.89

468.19 146.87 111.75 131.33 60.00 4.80

/ 2 / 3 合 計
種 類

受 入 量
115.09 124.40 235.66 124.30 511.89

/ 8 / 9 /10 /11 /12 R5/ 1

〈 産 業 廃 棄 物 〉 （単位：ｔ）

産 業

運 搬 方 法

　処 理 実 績　（年/月）

廃 棄 物
R4/ 4 / 5 / 6 / 7



１２．資料　環境保全活動参加（写真）

場所：
内容：

活動日：

場所：
内容：

活動日：

余　白 場所：
内容：

活動日：

令和4年7月2日

令和4年10月1日

令和5年3月15日

八幡東区松尾町（会社周辺道路）
地域清掃活動（ボランティア活動）

　　　　　　　　ため、５袋の収集となりま
　　　　　　　　した。

余　白

八幡東区松尾町（会社周辺道路）
市民いっせい街美化の日

　　　　　　＊毎月清掃活動を行っている
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余　白

八幡東区松尾町（会社周辺道路）
地域清掃活動（ボランティア活動）



１３．資料　最近５ヶ年の動向（グラフ）

①　本社・工事部
１．二酸化炭素排出量の削減

H30 R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 68 61 62 68
二酸化炭素削減 100 105 109 108 112

　平成３０年度を１００とした場合の指数

２．節水

H30 R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 68 61 62 68
水使用量 100 103 103 111 108

　平成３０年度を１００とした場合の指数

３．産業廃棄物排出量削減

H30 R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 68 61 62 68
産廃削減量 100 102 71 14 18

　平成３０年度を１００とした場合の指数

４．グリーン購入量

H30 R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 68 61 62 68
グリーン購入 100 102 101 104 101

　平成３０年度を１００とした場合の指数
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②　構内作業部土木工事部

１．二酸化炭素排出量の削減

Ｈ３０ R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 100 97 97 105
二酸化炭素削減 100 80 91 91 92

　平成３０年度を１００とした場合の指数

２．節水

H３０ R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 100 97 97 105
水使用量 100 85 71 71 70

　平成３０年度を１００とした場合の指数

３．産業廃棄物排出量削減

H３０ R1 R2 R3 R4
完成工事高 100 100 97 97 105
産廃削減量 100 73 143 143 167

　平成３０年度を１００とした場合の指数
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